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生徒自ら自発的に 取り組む体操学習の 工夫 

  リズム体操の 学習をとおして 一一 

浦添市立港Ⅱ 仲 学校教諭知花英子 

1  テーマ設定の 理由 

新学習指導要領における 学校体育では ，運動内容を 大きく体操，スボーッ ，ダンスに大別しそ 

れを 7 領域に分けて 行われることになっている。 

中でも体操は ，体力の向上を 重視しながらも ，運動の行い 方を正しく理解し 楽しく学習できる 

ように考慮されている。 また，年間カリキュラ． ム 0 位置づけは，全領域の 10 ～ 30% の時間帯が与え 

られている。 その現状は，帯状時間帯 ( 学期毎に 2 ～ 3 時間配列した 時間帯 ) が一般的であ り，ま 

とまった単元として 取り上げて実践している 例は，ほとんど 見られないように 思われる。 

それは，体操という 一つの領域が ，体力の向上や 動きの習熟を 直接目指したもので ，スポーツ， 

ダンスの領域のように 運動そのものの 楽しさを目的とするものではないからであ ろう。 

また，生徒の 自発的，自主的活動が 損なわれることなく ，体操の必要性を 充分理解させ ，運動す 

る楽しさや喜びを 十分味わわせる 事が ， 難しいからではないかと 考えられる。 

さて， 「生涯学習を 培 う ところが，学校であ る。 」という学習指導要領の 基本理念からすると ， 

生涯スポーツを 目指した学校体育のあ り方が， 今 ，具体的に吟味されなければならないであ ろう。 

なぜならば，地域社会で 氾濫している 商業スポーツとしての 体操と学校体育としての 体操が ， 必ず 

しも結びついているとは 考えられないからであ る。 

そこで，学校 期 において，生涯スポーツをめざして ，生徒自ら進んで 楽しく体操 1<: 親しむ授業を 

実践する必要があ るものと考え ， 次のような仮説を 立ててみた。 

1. まとまった単元として 位置づけた年間カリキュラムを 工夫し選択制の 体操学習を実践するこ 

とにより，生涯スポーツを 指向した自発的，自主的な 学習活動が展開され ，学習意欲が 高まるで 

あ ろう。 

2.  リズムや手具を 活用する中で ，生徒個々の 休に合った，必要な 運動を展開することができ ; 基 

本 的な動きを習得させること @c よって，体力が 高まり，学習意欲も 高まるであ ろう。 

以上のことから ，次のような 手だてが必要だと 考えた。 

1. 年間，学年月Ⅱカリキュラムの 工夫 0 

2.  ビデオ機器を 利用した， リズム体操の 学習指導法の 工夫。 

これらの事を 実践 し 活用する事により ，生徒自ら自発的に 取り組む体操の 学習ができるのでは 

ないかと考え ，本 テーマを設定した。 

一 145  一 

    



容
 

内
離
 

 
 

Ⅰ
 
ャ
 

Ⅱ
Ⅱ
（
 体操の特性は ，スポーツ や ダンスの特性と 基本的に異なる。 スポーツ や ダンスは・それぞれ 

の運動に内在する 楽しさ自体から 特性をとらえようとする。 したがって ， 「こんな楽しさを 味 

わいたい。 」という欲求の 充足としての 意味があ る。 

一方，体操は「身体のはたらきをもっとよくしたい」という 学習者の「身体に 関する必要感」 

が 墓になって行われる 運動であ る。 いわば必要の 充足としての 意味があ る。 

このような基本的な 部分をおさえて 体操の特性をあ げると次のようになる。 

①体操は，身体の 働きの維持向上を 目指してつくられる「身体の 動き」であ り，日常生活の 

中で生ずる動きたいという 気持ちを身近な 場所で， しかも手軽に 満たすことができる。 

② この「身体の 動き」は，各種のスポーツ や ダンス及び日常生活における 動作や行動の 中に 

みられる全身的な ，あ るいは身体の 部分的な動きの 巾から選ばれ 活用されることが 多い。 

③ 体操は，スポーソル「 ル のような制約がなく ， 牲 ，年齢，能力などの 個人的条件，場所， 

時期，用具，施設，音響，などの 環境的条件，及び 動作の空間的，時間的， 力 動的な運動学 

的条件などを 考慮しいるいろはねらいに 応じて行 い 方を工夫することができる。 

の 体操は，よい 姿勢をつくり ，よく動ける 身体を づ くり，動く楽しさを づ くることに貢献す 

る。 

中学生は，基本的な 動きに具体的な 運動条件を つ け，その動きを 習得しながら ，よく動ける 

からだをつくるの㌍はど う したらよいのか 関心をもたせる 学習により，各種の「身体の 動き」 

に 興味を示すようになる。 

(2) 体力とは 

体力は ， 大きく防衛体力 ( 抵抗力 ) と行動体力とに 分けられる。 防衛体力とは ，いわゆる体 

に免疫を つ け，基礎防衛体力を 医学的立場から 高めるものであ る。 ここでいう体操の 領域での 

体力は，行動体力のことであ り，筋力，持久力，調整 力 とに分けられる。 そして体操の 領域 ir 

ついては，体力を 高める運動を 重視して行 う 事としており ，これを体力と 運動の種類の 関係か 

ら ，具体的に図 1 に示してみた。 

( 図 1) 

体力 一     静的筋力 ( 筋 ) 
力強い動きを 高める運動 

動的筋力 ( 筋 ) 

無 酸素的能力 ( 筋 )   ( スピードコ動きを 持続する能力を 高める運動 

有 酸素的能力 ( 呼吸，循環 ) 
( 持久力 コ 

朽 ち 牲 ( 神経 ) 

正確性 タイミンク、   一づ巧みな動きを 高める運動 

  柔らかさを高める 運動 
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そして，それを 体操の目的により ，種目分類して 図 2 に示してみた。 

( 図 2 コ 

  

力強い動きを 高める運動 
( ウェイトトレーニンバ ， サーキットトレーニンバなど コ 

向上目的型 動きを持続する 能力を高める 運動 
( エアロビクス ，インターバルトレーニンク     ，リズム体操，サーキットトレーニンバコ 

身体の柔らかさ 及び巧みな動きを 高める運動 
( ストレッチ，サーキットトレーニンバ ，手具体操， リズム体操など コ 

維持目的型   心身の調整機能を 高める運動 

( 太極拳， ヨ ガ，マッサージ ，徒手体操， リズム体操，ストレッチなど コ 

矯正目的型   回復を促進する 運動 
( 矯正体操，マッサージ ，整体術， リズム体操など コ 

今回の，新学習指導要領における 体操の領域の 多くは向上目的型で ，体力の向上が 重点にお 

かれているため ， トレーニンバ 的なものが前面にでているようであ る。 

(3) 新しい体操学習の 考え方， とらえ 方 

1920 年，ボーデは 人間の内面的な 衝動を自然運動によって 表現しようとして ，運動の全体性， 

経済性，律動性をあ げ，はずみと 振りを 抽 としたリズミカルな 動きを指導したこの 考え方は・ 

今まで行われてきた 体操が身体を 解剖学的，生理学的に 分けて構成されているのに 対して，人 

間を生命体，有機体として 理解しょうとしている。 その上で，生命体としての 身体運動の特質 

は 律動であ るという立場から「リズム 体操」を発表した。 

それは，自然な 全身運動， リズミカルな 流れを強調して ，その本質は 全体性と流動性をもっ 

た 有機的運動によって 運動感覚と運動能力を 発展させ，精神的能力をもつことを 目的としてい 

た   

ボーデの弟子メダウは ， 「新しい体操は ，技能を高めることは 目的ではなく 結果であ る」と 

して動きの学習に 重点をおいている。 そして手具を 用いた運動を 開発したのであ る。 

自然で全身的な 動きをリズミカルにお 乙なうことが 特色としてあ げられるリズム 体操は ，昔 

楽 と一体になって 楽しく動けるように ，いろいろな 運動を組み合わせたり ，創り出したりして 

練習する。 その目的は，自分のからだに 洗練されたよい 動きを身につけ 基礎的な身体形成をす 

ることにあ る。 練習には，何も 持たずに行ったり ，ボール， 棒 ， なわ ，輪などの手具を 持って 

行ったり，いろいろな 用具，パートナ 一などを工夫して 行う。 

ここで，いろいろな 体操を整理分類すると ， 次 ぺージ ( 図 3) のようになる。 

すなわち体操は ，体作りと動き 作りが一本化したものであ り，どちらに ウュィト を置くかで， 

リズム体操 か ， トレーニンバ 体操 か ，保健体操 か，に 分かれてくる。 

よい体力作りの 連動には，よ い 動きが要求される。 よい動きができることは ，効果的な体力作 

りができているからであ る。 よ い 動き作りは，効果的な 体力作りの基礎ともいえる。 よい動き 

とは，律動性，全体性，経済性の 中から生まれてくる。 
全体性                               動きを身体の 中心部から起こし ，末梢へと伝えていくという 伝導性。 

( 心と身体の一致をはかり ，自分の意志で 行う自発的，内発的な 心の通った動き。 ) 

経済性                               無駄な力を取り 除き，自然に 流れる有効な 筋力の利用。 

( 必要なところでは ，積極的に力を 使 う 。 ) 

律動性                               心からの動きとして ，緊張と解 緊が 途切れることなく 安定してくりかえさ 

れる 時 ，人間の内からめきあ がる生命的な 躍動。 

(. 緊張， 解 緊の交替性 ・用意 づ 主動作づ納めの 動作の三相性からなる。 ) 
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以上のことから 新しい体操の 学習は ， 次のように考えられる。 

からだ作り 
「身体形成」として ，身体の発育や 基礎体力の養成を 目指す。 

( ねらい ) づ 体力や体作りに 着目する。 

一つの運動 

  
学習指導の過程 ( みちすじ ) 

( 段 階 ) ( ね ら ぃ ) て内 容 ) 

・必要性を っ かむ。 
基 になる動きの 段階 ・課題を っ かむ。 

基 になる動きを 提示し運動の 方法 

を理解させる。 

Ⅱ
 

 
 

 
 

・自己の体力に 応じた動きの 工夫。 生徒による動きの 工夫。 
工夫する動きの 段階 ・課題の達成。   

新しい体操は ，均整のとれた 発育をう な がしよ い 姿勢を保ち，よく 動けるための 基礎となる 

体力を高め，機能的な 動きができるような 運動を学習することをねらいとして 行 う ものであ る。 

そしてリスム 体操で手具を 使って，よい 動きの連続を 行うことにより ，楽しくよく 動ける身体 

ができ，その 結果として知らず 知らずのうちに 巧みな動きや 柔軟性，持久力，そして 筋力や総合 

的な体力が養われていくのであ る。 

( 実際は，スポーツの 本質と全く変わらない ，動くこと自体を 楽しむ領域もあ る。 ) 

2. 活動意欲を高めるための 楽しい体操学習の 進め方 

Ⅲ なぜ手具体操 か 

自然で全身的な 動きをリスミ 力めに行うことが 特色としてあ げられるリズム 体操は，音楽と 

一体となって 楽しく動けるように ，いろいろな 運動を組み合わせたり ，作り出したりして 練習 

する。 その手段として ，ボーデは，手具を 用いた運動を 開発したのであ る。 

その運動は，手具を 利用した自然な 全身運動， リズミか した 流れを強調した 一連の運動で ， 

自然なリズムがからだの 内から生まれてくる 運動であ る。 途中で止まったり 無理な力を入れて 

運動するとボールを 落としたり，回らなかったりすることからもわかる。 

そしてリスムにあ わせて手具を 操作して運動ずることによって ， 初めて動きを 無理なく連続 

させることを 学習しそれが 喜びに変わって「楽しみつくり」につながっていくのであ る。 

[2 Ⅰ 手具体操の特性 

体操に変化をもたせ ，楽しく運動かでき ，内容を豊かにするその 効果的万法の 一 っとして 手 

具を用いた体操があ る。 

科学的研究によっても ，手具を使うことにより ，体力作りに 役立ち ， 動きの学習にも 優れた 効 

果を示すことが 証明されている。 そして手具の 開発，使 い方か 工夫され運動の 幅を広げている。 
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手具としては ，次のようなものがあ げられる。 

ボール， 棒 ，な れ ，梶棒， 輪 ，リボン，メディシンボール ，手拭，お手玉，椅子，空き 缶， 自 

軽車のチューブ。 モップ，バケツ ，梯子など   

ア ・教師から見た 特性 

・人目を気にしないで ，運動に集中する。 

・誰にでもでき ，応用が多様になる。 ( 運動の幅が ， 広がる。 ) 

・協調性が養われる。 

@ ズム感が養われ ，タ 4 , ング のとり方が上手になる。 

ィ ・生徒から見た 特性 

・自分なりの 課題がっかめやすい。 

・応用ができて 面白い。 

・皆でやるから 楽しい。 

・曲にのって 操作することが 楽しい。 

ウ ・運動の特性 

1. 自然で全身的な 動きを引き出し 易い。 

2.  リズミ カル なはずみや振りを 覚えるのに適している。 

3, 動きの変化を 誘発し興味を 増す。 

4.  目標 物 ，障害物として 具体的な目標を づ くりやすい。 

5. 重量 物 として体力っくりに 役立てる。 

6. 運動を極限まで 行ったり，空間を 大きく使うことができる。 

7. いろいろなスポーツ と 結びつけて練習できる。 

以上の事から ，スポーツ，体操に 関する意識調査を 行 い ，生徒の実態からどうかった 体操に 

興味関心を示すのか ，それを基に 考えを進めることにした。 

(3) アンケート調査結果による 生徒の実態と 考察 

( 表 1) 浦添市港川中学校 男子 194 人 女子 214 人 C1 ～ 3 年生の各 4 学級 ) 

1. あ なたは，体育が 好きですか。 
男 子 な 子 

      146 人 75.2% 1% 人 [,3.6 缶 
    どちらともいえない 41 人 21 Ⅱ 掻 60 人 27.6% 

      7 人 3.7% lg 人 R.8 お 

    どうして好きですか。 男 子   
ァ ， 身体を動かすのが 好き 63A@ 22.4@ 79 人 ?27.6% 

， 2? 人 7.R 好 1.3 人 4.5 ヵ イウ 男 エ Ⅱ イ ウ 技術が向上する 体力が向上する SR 人 @ カ 俺 3.,1 人 Ⅱ． 7% 

な ァ 
On 人 32.096   lU1 人 3h 円刃 

ォ ； ". ォ ・楽しい " 間 ' 喘 。 楽 "   f6n 人 笏 ． 4% 53 人 l8.5 ヵ 
      その他 8 人 2.b 老 7 人 2 回 ヵ 

    どうして嫌いです ；       列 子   
    助くのがきつい 5 人 27.5% コ人 11.4%   ィ ・ 体力に自信がな い Ⅰ 人 5.6 隻 h 人 l4.3 老 

ウ ・ 上手，下手がはっきりする 3 人 1675K     25.8% 
                      努力しても上手にならない 2 人 ii ， ia? 8 人 22S56 

オ ・ @ 棚田 に 4% ま をかけそう 3 人 @h 田郷 6 人 l7.l% 
    その他 4 人 22.2 ヵ 3 人 8 月老 

。 ． "" 。 授業 ""'"" 元                                                           
好き 7.  l 位         L ノー ボール 77 人 422 円光                       7Q 人 34.H 射         22{ 化         スケット 5,i 人 29 Ⅱ 老             f68 人 333 勉 

ウ ． 3 位 水 泳 52 人 28.6 カ バスケット 63 ノ 、 31.3% 

      嫌い ア ・ 1 位 ダ ン   70 人 f5u.0%             f67 人 穏 Ⅲ 老 

    2 位 体 操 6R 人 ao.0%  他 土 59 ノ 、 34.3% 

ウ ・ 3 ， 位 器 械 G3 人 20 ． 0%  体 挫 df 人 gn..7 ヵ   
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5. あ なたは体操が 好きですか。 

男 ア イ l   ア ． 好 き 

    どちらともいえない       ウ ・ 蛛 い 

    あ なたはどんな 体 捜を知っていますか。 

又 やったことがあ ります；     
ア ・ ラジオ体操 

      ケコサ シス イ                 

          オカ       エアロビクス 

ィウエゴカキ ケコサ ・ ンス                 

      ォ ・ 新 体 操 
    ストレッチ 

キ ・ 手 具 

  ヰ -  ケコサ シス ク． 租 体 操     
イ ウ オ キ ケコサ シス 

  

  
ケ ． 保 健 

    @ し ノ ーニ ・ :@@@ ケ Ⅰ       

千 男 
24 人 12.l 描 

7h 人 37.9 第 

99 人 50 ． 0% 

  
                倒 " 竣 "" 
189 人 25.3 ヵ 197 人 43.5% 

2 臥 3.3 缶 2 人 OA4% 
8O 人 l0.756  3 人 0 ． 7% 

41 人 5.5%  け人 3.0% 

90 人 12.Q@  5 人 1.l% 
65 人 8.7%  47 人 loA496 

I2 人 l で第 4 人 0.9% 
l7l 人 22.9%  lf61 人 35.5 ヵ 

ll 人 1.5%  4 人 0 ． 8% 

35 人 4.7 ヵ l3 人 2.7% 

]8 人 2.4%  2 人 0 ．七彩 

4 人 0.5%  0 人 0 ． 射 

7 人 0 ． 9%  Ⅰ 人 0 ． 2 缶 

7. あ なたは，単元としての 体操の授業を 受けた事があ るか。 

男 Ⅵ   l 9     
女ア @  イ l         わからない 

8. どんな手具を 使ってみたいですか。 (2 つⅠ 

    @  4  @  ウ ア ・ 1  位 
イ ． 2  位 

女 ・ ア l / l ウ   

  
男 子 

9 人 4.8% 

119A 63.9 缶 

58 人 31.2% 

男 子 
ボール 155 人 47.996 

        101 人 31.3 ヵ 

  67 人 20 ． 7% 

9. あ なたは．今まで 音楽に合わせて 手具を使った 体操をやった 事があ り 

ますか。 

      tit Ⅰ       いいえ 

男 ア l   Ⅲ やった事があ る 

女 7  l   

  
男引   l l2) ス やってみたいと 思 ・いま 

女 @   @  々 l すか。 

  
男 子 

  い いえ 

222 人 12.5 隻 @4 人 87.5$6 

11 人 6.2%  166 人 93.895 

10 ． とうしてやってみたいと 忠 、 いましたか。 ( いくつでも ) 

ァ ， 音楽に合わせるから 

ィ ・ 手兵を使うから 男 ア イ ウ ェ オ 一 ウ・ 体礫 選手のようになりたい 

"" " 。 '" 楯に 楽 ' 。 。 '" 女 ア イ ウユオ ； オ カ 日分で 楽しそ 勒 う きを工大できる 

    その他 

      どうしてやりたくないのですか。 ( いくつでも ) 

男 ア イ ウ エ オ イ・手具がむずかしそう 

ゥ ・ 動きを考えるのがむずかしそう 

女 ア イ ウ ェ オ ェ ・ 努力しても上手にならない 

オ ・ その他 
ア ・音楽に合わせるの ；                       

  
4 人 11.4 ヵ 

6 人 17.1 弔 

2 人 5.t 姥 

7 人 20.0% 

6 人 17.1$6 
8 人 22.9% 

2 人 5.7 挺 

男 子 
80 人 32.4 ヵ 

46 人 l8.6 ヵ 

5,2 人 21 Ⅱ 掻 

30 人 12.l% 

39 人 l5.8 ヵ 

子 女   

29 人 13.7% 
l04 人 49.l% 

79 人 37.2 ヵ 

な 子 
'"""" 。 " "' 盤珪 '" 
206 人 17.8 老 209 人㈹． 0% 

79 人 6.8%  15 人 2.4% 

l39 人 12.0%  8 人 ].2 ヵ 

136 人 11.8%  107A 、 l7.0 缶 

16 臥 @4.2 ヵ Ⅱ 人 @.7 ヵ 

8l 人 7.0%  45 人 7.1 力 

29 人 2.5 第 7 人 1.l% 
@89 人 16.3%  158 人 30.0% 

lI 八 0.995  6 人 0 ． 9% 

39 人 3.3 隻 2l 人 3 旧好 

64 人 5.5 約 6 人 0 ． 9% 
16 人 1.4 集 6 人 0 ． 9 ヵ 

3 人 0 ． 33 勉 3 人 0 ． 5 ヵ 

  
22 人 l1 Ⅱ ヵ 

田人 40 ． 7% 

96 人 A8.2 ヵ 
  

女 子 
ボール 152A@ 43.1$t$ 

  l05 人 29.7% 
  96 人 272 ヵ 

女 子   い いえ 

72 人 頷 ． 3%  138 人 66.0% 

l31 人 62.7%  78 人 37.0 好 

  
42 人 14.5 発 

50 人 iT.i2 免 

17 人 5.9% 
64 人 22.l 免 

26 人 8.9 免 

91 人 31.4 死 

  

  
229 人 22.796 
337 人 28-9% 
32 人 25.0% 

9 人 7.0% 

月人 @ ． 4 缶 
  

  七 の ( 表 ) の結果から考察すると 

問 1 より，男女とも 体育は非常に 好きな教科であ り，理由としては 仲間と一緒で 楽しい，身体を 

動かすのが好きだから ，というものがあ げられる。 これは， 問 4 の男女共に球技志向型であ ること 

からもわかる。 そして，種目としては ，男女ともバレーボールがトップであ り．個人種目ではあ る 

が ・水泳が 2 位， 3 位にあ げられているのが 意外であ った。 これは，生徒の 能力に応じた 種目選択 

の授業試みによるものではないかと 思う。 又 ，男女とも嫌いな 種目のほとんどが 個人種目であ り・ 

個人種目をいかに 好きにさせるかが 今後の課題であ り，種目選択授業の 指導法も研究して い かなけ 

ればならないだろう。 
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次の間 5 より，体操は ，どちらかというと 嫌いな種目の 中に入り，どちらでもないという 生徒が多 

い事からもわかるように ，あ まり興味関心のない 種目のようであ る。 又 ， 問 6 からは，ラジオ 体操 

や組 体操，テレビに 出るいくつかのものは 非常によく知っており ， レディネス経験もあ るが，ほと 

んどが知られてなく ，体操単元としてのレディネス 経験もない。 問 8 より，手具を 使った体操としては 関心があ り，特に女子は ，音楽に合わせて 手具を使った ノ 

ズム体操をやりたいという 生徒が 6396 もいて理由としては ，仲間と一緒に 楽しくできそう ， 楽 しそ 

ぅ，が 圧倒的に多く ，選択制で生徒の 自発的学習や 個性を生かした 学習活動が展開されそうで ， 学 

賛意欲も高まりそうであ る。 

又 ，種目としては ，男子では， なわ ・女子ではボール・ 布などの希望が 多く，これを 踏まえて体操 

の種目選択の 内容を位置づけ ，カリキュラムを 構成していきたい。 

3. 学習活動を活発にするための 過程と工夫 

Ⅲ 学校体育における 体操の基本的な 考え方 

新学習指導要領の 総則より，体操の 領域については ， 「体力を高めるための 運動の学習をよ 

り効果的に指導できるようにすること」とあ り，体力の向上に 観点をおき重視している。 

そのため技能に 関する体操のねらいは ，次のようになっている。 

① 自己の身体に 関心をもち，体力の 別状を理解しねらいをもって 次の運動を行い ，体力を 

高めることができるようにする。 

② 口 己の体力や生活に 応じて体力を 高めるための 体操を構成し ，活用することができるよ う 

にする。 

そしてその内容は ，体力を高める 運動として次の 三っから構成されている。 

ァ ， 身体の柔らかさ 及び巧みな動きを 高めるための 運動 

ィ ・ 力強い動きを 高めるための 運動 

ゥ ・動きを持続する 能力を高めるための 運動 

ス ，文部省中学校新教育課程の 指導計画作成上の 留意点は ， 次のように示されている。 

「一般的には ，年間にわたって 毎時間少しづつ 帯状に配列する 方法と学期毎にあ る程度まとめ 

て 配列する方法があ る。 年間にわたって 毎時間少しづつ 配列する万法は ，継続的に体力を 高め 

るための運動を 指導することによって ，全面的に体力を 高める場合あ るいは他の連動領域と 紺 

合せて，その 運動領域に必要な 体力を高める 場合などに効果があ ると考えられる。 

又 ，学期毎に配列する 方法は，目的に 応じて体力を 高めるための 体操を構成する 方法や効果 

的な行 い 方を指導する 場合に効果があ ると考えられる。 」 

そのため，体操の 授業における 学習のねら い や学習の過程 ( みちすじ ) は。 次のように考え 

られている。 

1. 学習のねらい 

体操のはたらきと 必要性を理解しその 原則的な考え 方と行 い 方を知り，工夫して 行 う 。 

2. 学習のみち すじ 

①体操のはたらきを 自分の身体と 結びつけて理解しその 自分にとっての 必要性を知る。 

②体操の原則的な 考え方と行い 方を知り，自分の 必要を充たすように 行ってみる。 

③体操をいろいろな 身体の問題に 対応して工夫し 応用して行ってみる。 
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以上のことから 体操は ， 動きたいという 欲求からでたものより 必要から行わせる 運動であ る 

から，それを 前面に出して い くと学習は自発的，自主的な 活動よりも強制的な 性格を持ちかね 

な い 学習になる恐れがあ る。 

又 ，学校体育では 体力作りを前面に 出しているため ，時間配列が 帯状時間帯になりやすく   

強制的な内容を 持っ体操学習になりかれないのであ る。 そこで， リズム体操をとり 入れた単元 

として取り扱うか ノ キュラ ム、 の 工夫により，楽しく 自発的な体操学習ができるのではないかと 

考え，工夫してみた。 

(2) 年間計画及び 学年別カリキュラムの 工夫 

「年間計画を 作成するにあ たっては，地域や 学校の実態及び 生徒の能力，適正等に 応じた 指 

導 ができるよ う ，主体であ る学校の自主性にまかせることにしている。 」とあ り，各運動領域 

の 授業時数配当の 視点は，下図 (4) のようになっている。 
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これを基に，溝川中学校の 平成 2 年度年間指導計画に 武道と，体操を 単元として取り 入れて 

時間配当なしてみた。 次 ぺージ図 5 が ，それであ る。 ス ，施設の現状と 選択制を導入した 単元 

の取り上げ方を 説明すると下記のようになる。 

Ⅲ 体育施設 体育館……バスケット 兼 バレー コート 各 2 面，バドミントン 2 面， 高 鉄棒， 

ソフトマット 1, マット 20 ，跳箱 8, 平均台 2 

運動場……トラック 1, 100m コース 6, サッカーゴール 1, バスケット コ 

ート 3, ハンドボールコート 3, 砂場 1, ハ 一ドル， 高跳用 スタ 

ンド 2, セーフティーマット 2 

プール             25%  * 6 コース 

(2) 生徒数，学級数 約 1200 名 25 学級 

(3) 体育教師 数 4 名 ( 男子 2, 女子 2) 

(4) 学習集団と単元 2 体育学級編成 中単元適用 

(5@  種目と取り上げ 方 Ⅲ 個人的スポーツ ， ( 陸上，器械，水泳 ) は，種目選択 

(2) 集団的スポーツ ， (2 種目から選択 ) は，領域選択 

(3) 武道は，剣道を 取り扱う。 

(4) 体操は，まとまった 単元としてとりあ げて種目選択 
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(3) 学習過程 

楽しさの流れは ，挑戦者の能力と 水準とのバランスによって 保たれる。 運動の楽しさは ，生徒 

が 自分の能力にあ った学習のねらい ， め あ てに挑戦し，それを 克服達成した 時 rc 生じる。 

Ⅲ 学習過程のモデル 

工夫を加えて 工夫がどれくらい 
  できたか確かめる 

( やさし い 運動基本を楽しむ ) a 工夫して運動を 楽しむ ) 

(2) 体操学習過程の 一時間の流れ ( 単元の中でもスパイラルに 行う ) 

動 く 工夫する 動 く 

前 時までの復習 
前 時の動きを発展 皆で合わせて 覚え 
課題も生かす てきれいに動く 

自発的学習の 生徒の活動としては ，次のような 過程が考えられる。 

1 め あ てを持っ 2 め あ ての達成の方法を 考え実践する。 3 評価，反省する。 

(3) 体操の授業の 工夫 

0  段階的指導 

1. 基本的な運動 ( 歩く ， 走る ， とぶ，はずむ ， 振る ) を取り上げ各種の 動きのねらいをも 

たせて適切に 行 う 動きの学習をする。 

2. 5 つの蕪木の動き 方，その変化発展のさせ 方の原則を学習する。 

3. 自己の体力を 向上させたり ，必要な動きを 身につける学習をする。 

4. 5 つの動きのねらいで 学習した動きを 数種類組合せ ，身体の働きの 調和的な発達をねら 

ったプロクラム 作りを学習する。 

5. 生活やスポーツの 場に活用できるような 目的をもった 体操の運動構成の 仕万を学習する。 

6. 体操の目的や 自己の能力 fc 適切か検討し ， さらに動きを 発展させ実施する 学習をする。 

中学生は ， 1 づ 244 つ 6 が効果的であ る。 又 ， 3 や 5 は，ふれておく 方が望ましい。 

② 動きの構成の 例 

1.  複合方式 

選択した運動や 動きを直列に 並べ，一連の 運動として連続させ ，複合された 一つのまと 

まりを繰り返し 行う方式であ る。 

a) 複 合 法 ABCDE  ABCDE  ABCDE                                           
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2, 連続方式 

選択した単一の 動きに変化を つ け連続したり ，全部異なる 運動や動きを 選択しそれを 

連続させて行 う 。 
a) 単一運動連続 法 AAA, A, ⅣⅣ ， A" ぱ A" . A  ガ A"                                           

b) 組合せ連続 法 ABCDEFGH l                                                                                                             

(4) 学習のねらい ( 目標 ) とみ ちすじ 

( ア ) 学習のねらい 

自分のやってみたい 手具を選択し 多様な動きやリズムを 工夫して，曲に 合わせてダイナミ 

  ソク に動いて楽しむ。 

ねらい 1. いろいろな手具を 使ってやさしい 運動基本を踏まえたリズム 体操を経験して 楽しむ。 

・ め あ て 1  手具に慣れる。 

ねら ぃ 2    自分がやってみたい 手具を選んで 協力しながら 工夫をして動いて 楽しむ。 

  め あ て 1  工具を使って 曲 c 合わせ，今できる 動きを精一杯動いて 楽しむ。 

・ め あ て 2  手具を使って ，多様な動きやリズムを 工夫し曲に合わせて 動いて楽し 

む。 

ねらい 3. 手具を使って ，ダイナミックな 動きを工夫して ，曲に合わせて 動いて楽しむ。 

( イ ) 学習の道すじと 時間計画 
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ねらい 2, 自分がやってみたいな れ とび運動を選択し 協力しながら 工夫をして動いて 楽しむ。 

12 時間 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12 

  
ねらい 2, 自分がやってみたいな れ とび運動を選択し 協力しながら 工夫をして動いて 楽しむ。 
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縄布 ボール 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17 

5 1 ねらい 2 ねらい 1 
        ね 

10 時間目 fc は， グルー 
年 10  は め あ て 1 め あ て 1 
女 20 

プが 基本習作 3 つの中 
から 1 つ 選んで発表の 子 30  じ ボール総有 合わせ．今できる ( 手具を使って 曲に 動   い ，う 練習をする。 

  

  @  しむ " ) きを精一杯動いて 楽                   3l 纏 Ⅰ 

ねらい 2, 自分がやってみたい 手具 2 種目選んで，協力しながら 工夫をして動いて 楽しむ。 

1  2  3  4  5  6  @  8  9  10  11  12  13  Ⅰ 4  15  16  t7 

5 2 ねらい 1 

年 10  は ねらい 2  ( あ あ て 1,2  ) ね 

ら 

女子 20  30  じめ あ て 1  ボール， ( ストレッチを なわ ， 布 2 ，組み合わせから つ 以上入れて構成 ) 2 種目 り Ⅰ 

40  め 
50 3 

纏 

ねらい 2, 自分がやってみたい 手具をⅠ種目選んで ，協力しながら 工夫をして動いて 楽しむ。 

1@ 2@ 3@ 4 5@ 6 7@ 8@ 9@ 10@ 11@ 12@ 13@ 14@ 15@ 16@ 17 

5 3 ねらいⅠ ねら ぃ 2 ( め あ て ] 、 2) 
年 ln  は ね 

ボール， 縄 ， 布 ，組み合わせか ら   ら 1 種目 い 

  ( 矯正を 2 つ 以上入れて構成 )  3 

纏 

(5) 学習形態 

多様なめあ てに応じた学習活動を 運動の特性とのかかわりから 組織構成されるものであ る。 

その構成の仕方は 

① 解決しようとする 問題の内容の 似かよった仲間 ( 集団 ) の構成 

ア ， 挑戦課題の似かよった 仲間 

イ ，問題解決方法の 似かよった仲間 

② 学習者の欲求や 能力などの問題解決能力の 水準の似かよった 仲間の構成 

そして。 それは生徒の 実態や学習の 深まりによって 変わってくる。 体操の学習形態は ，下図 9 

が 考えられる。 

図 9 分 類 

領 体操 リズム体操 

域 

種 目 グループの形態 性 格 行動様式 

な わ 場所 別 グループ 自発的集団 流 動 的 
ボール 

布 
組合せ 
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(6) 場の設定 

ア一 プレコーター 

  

  

(7) 学習評価 
Ⅲ グループや個々のめあ て達成の状況を 把握し学習計画を 立て直したり ，ねら い にそった 満 

足感 あ る評価計画をもたせる。 

(2) 評価活動を機能させるため ，学習 ヵ一ドを 活用させる。 

(8) 学習カードとその 活用の仕方 

Ⅲ 毎時間の学習の 記録をすることによって ， ねらいを持って 学習できる。 

(2) 計画，実践，評価をすることにより ， 次 時につなげる 学習に結びっくことができる。 

(3) 方 法 

リズム体操単元のはじめの 授業 ( オリ ェ ンテーション ) を教室で行い ， 10 分程いろいろな 手 

具を使っての 面白く ， 動きの幅のあ るリスム体操のビデオを 見せる。 そして学習 ヵ一ドの 一般 

的特性と必要充足の 意味，選択性の 意義を理解させる。 続いて生徒からみた 特性を人間関係   

技能に視点を 置き板書して ， 1 グループ 6 ～ 7 人と制約し選択別にバループを 形成させる。 

教師の願い る 提示して学習のねら ぃ を決めながら 板書する。 通す じ としてねら ぃ 1 から場合に 

よりねら ぃ 3 まで決め，時間計画は 各自に考えさせる。 

その後実技に 入っていくが ，毎時間授業 終 Ⅰ時に， 次 時の個人のめあ てや， この時間の反省， 

評価をさせる。 単元の最後には ，自分で学習したこと ，仲間から学んだこと ，全体をとおして ， 

という 3 つの項目で各自反省を 行 う 。 

( 図 10)  下図 10 がその学習，評価カードであ る。 

単元 リスム体操 

Ⅰ一般的特性   

工夫された運動であ る。 

  行こ 白 い 然昔 楽 で 会と 臭一 体 的 な ｜ こ 動 な きっ をて り楽 ス し まく 力よ ノし し、 勤 に き タ イが ミ助 ンけ グる よよ くう 一 Ⅰ学習の仲間 

Ⅰ生徒からみた 特性   

Ⅰ学習のねらい   

Ⅰ教師の願い 

Ⅰねらい I  t  ◆ねらい 2  J  Ⅰねら ぃ 3  t 1, 手具に慣れよう 
2. 柔軟や矯正を 人れて 
3. いろいろな面白い う C き 

を 考え出してみよう 
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リズム体操記録記入用紙 氏 名 
Ⅰ課 題 

( 絵 ，回数，操り 返しの表示も 入れる ) 

1  時 斤 ; 月 2 時 間 3  時 間 4 時 間 5 時 間 

6  時 間 7 時 間 8 時 間 9  時 間 10  日奇 問 

Ⅱ 時 間 12  時 間 13  時 間 14  時 間 15  時 間 

  
連続なわとび 検定 級 カート 手 組 氏名 

R 級 回 5 級 図 3 級 同 2. 級 回 1 級 回 

  両足とぴ 8  1 両足とび 8  1 かけあ し   かけ 足跳 H  l かけ 足跳 8 
2 左右開閉 2 前後左右 跳び 8  2 前 ふり 跳 4  2 構 ふ り とび 8 

とひ 4  開閉とび 2  2 構 ふり 跳 3 交互 2 拍子 3 あ やと ひ 4 
3  両足とび 8  3  あ やとび 4  ぴ 8 字 とび 1  4 交差サイク 

4 交差 サィ 3 あ や サィ 4 あ や サィク /L ノ 2 

7 級 回 クル 2 ク ノ ン 2 ノン 2  5 二重とび 8 
5 かえし 跳 2  4 交差 サィ 5 交差 サィク 6 かけ 足 跳び 6 両足とび 8 6 かけ足跡 8  クル 2 /L ノ 2  回旋直し 2 

2  左右開閉 5 二車 跳ひ 8  6 二重とひ 8  7  ぅ しろあ や 
とび 4  4 級 回 6  そくしん 7  はやぶさ と 4 

3  前後開閉 とび 4 とび 8  8  ぅ しろもち 
とび 4  1 かけ 足跳 8  7 かえしかけ R .@ 拍子ふみ かえ跳び 4 

4 両足とび 8 2 交互 2 拍子 4  あ し 跳び 4  かえし 跳 4  回旋直し 2 

3  あ や サィ 8  かけるし 9 構 ふり 跳 12 9 かえし 構 ふ 
6 級 回 クル 2 とび 8 鰭 1 回転 ) りとひ 12 

4 交差 サィ 10 かけ 足跳 8 10 そくしん 跳 8 
  両足とび 8  クル 2 Ⅱはやぶさ 跳 8 
2  左右開閉 5  そくしん 12  リットル と 

とび 4  跳び 4 び 8 

3  前後開閉 6 かけるし 13 かけ足とひ 8 

と び 4  跳び 8 

4  あ やと ひ 4 

5 両足とび 8 

毎時間の記録 5 大変よ い 4 よい 3 普通 2 も う 少し 1 全できず集 合評価 5 4 3 2 1 

個人のめあ て 反 省 その他個人バループ 先生 

  

Z 

3 

4 

  

6 
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7 

8 

9 

10 
1 ⅠⅠ 

12 
13 
14 

15 
16 
t7 /  /  /  / 

自分で学習したこと 仲間から学んだこと 全体を通して 

Ⅲ 学習展開の実際 
Ⅲ リズム体操選択制 (3 年女子 ) 

一般的特性 ( リズム体操 ) 

自然で全身的な 動きをリズミか し にタイミングよく 行い・音楽と 一体になって 楽しくよい 動 

きが動けるように 工夫された運動であ る。 

Ⅹ単元 リズム体操 ( ボール ) 

1, 運動の特性 

Ⅲ ボールの特性 

， づ く，投げる，捕る ，ころがす，を 活かして人間の 基礎的な動き て 歩く，跳ぶ，弾む ， 振 

6) を 変化発展させ ， リズミカルに 動く事が ， 楽しい運動であ る。 

・ボールの交換など 皆で協力して 動く事が楽しく ， 朽 ち 性 ，敏捷性，柔軟性，持久力が 養わ 

れる。 

(2) 生徒から見た 特性 

，リズム @c のって運動できるから 楽しい。 

・ボールのいろいろな 使い方が，工夫できるので 楽しい。 

・実際にやってみると ，ボールの扱い 方が ， 見た目よりか つ かしい。 

2. 学習のねらいと 遺す じ 

Ⅲ 学習のねらい 

① ボールを使ったやさしい 運動基本を踏まえたリズム 体操を経験して 楽しむ。 

② ボールを使って ， 皆で協力しながら 工夫をして動いて 楽しむ。 

め あ て 1  ボールを使って 曲 @C 合わせ，今できる 動きを精一杯動いて 楽しむ。 

め あ て 2  ボールを使って 具体的な日 標 にそって ， 動きやリズムを 工夫して曲に 合わせて 

動いて楽しむ。 

③ ボールを使って ，ダイブミ・ ソク な動きを工夫して ，曲に合わせて 動いて楽しむ。 

Ⅹ単元 リズム体操 ( 布 ) 

1. 運動の特性 

Ⅲ 布の特性 

・振る，まわす   投げる，捕るを 活かして人間の 基礎的な動きを 変化させ，からだの 中心部 

より大きく動かす 事によって布を 美しく動かす 事が，楽しい 運動であ る。 

・からだの中心部より 布を動かすため ，見た目より 運動は，ハードであ り，全体性，経済性， 
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律動性に一番適した 教材であ り，的 は 3 拍子で 3 分 拉 が適当であ ろう。 おもに持久力， 柔 

軟性， 朽 ち性が養われる。 
(2) 生徒から見た 特性 

・リズムにのって 美しく運動できるから 楽しい。 

・布のいろいろな 使い方が，工夫できるので 楽しい。 

・実際にやってみると ，布の扱い方が ， 見た目よりか つ かしい。 

・見た目より 運動がとてもハードであ る。 

2. 学習のねらいと 通 す じ 

Ⅲ 学習のねらい 

① 布を使ったやさしい 運動基本を踏まえたリズム 体操を経験して 楽しむ。 

② 布を使って ， 皆で協力しながら 工夫をして動いて 楽しむ。 
め あ て 1  布を使って曲に 合わせ，今できる 動きを精一杯動いて 楽しむ。 

め あ て 2  布を使って具体的な 目標にそって ， 動きやリズムを 工夫して曲に 合わせて動い 

て 楽しむ。 

③ 布を使って，ダイナミックな 動きを工夫して ，曲に合わせて 動いて楽しむ。 
Ⅹ単元 リズム体操 ( なわ ) 

1. 運動の特性 
Ⅲ な わの特性 

・ と ぶということを 主にリズミカル f<, タイミングよく 回す ， 振る ， 投げる，まきつける ， 集 

団 で大網 と 小縄を組み合わせて 協力してとぶ ，など多様に 皆で協力しながら 運動すること 
が ， 楽しい運動であ る。 

・皆で協力してとぶことが 楽しく，主にリズミカル ， タイミング，敏捷性，持久力が 養われ 

る。 使い方で柔軟性も 葉われる。 曲は用途によるが ， 2 ～ 3 分 拉 が適当で，大経で 集団で 

とぶときは，ゆっくりした 曲がよい。 

(2) 生徒から見た 特性 
・リズム ic のって皆で運動できるから 楽しい。 

・ なわ のいろいろな 使い方が，工夫できるので 楽しい。 

・実際にやってみると ， な わの扱い方が ， 見た 目 よりかっかし い 。 

Ⅰ見た目より 運動がとてもハードであ る。 
， いろいろなとび 方でとべるから 楽しい。 

2. 学習のねら い と道 すじ 

Ⅲ 学習のねら ぃ 

① な わを使ったやさしい 運動基本を踏まえたリズム 体操を経験して 楽しむ。 

② な わを使って ， 皆で協力しながら 工夫をして動いて 楽しむ。 

め あ て 1  な わを使って曲に 合わせ，今できる 動きを精一杯動いて 楽しむ。 
め あ て 2  な わを使って具体的な 目標にそって ， 動きやリズムを 工夫して曲に 合わせて動 

いて楽しむ。 

③ な わを使って，ダイナ ; ック な動きを工夫して ，曲に合わせて 動いて楽しむ。 

(2) 通 すじと時間配分 
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3. 学習活動と指導 ( 例 3 年女子 ) 

は ・ビデオを見ていろいろなリズム 体操があ ることを知る。 (10 分程度 ) 用 具 
Ⅰアンケートをとる。 (5 分 ) ・ボール・ 布 ・ なわ ・ 

じ ・体操の特性を 知り選択性の 必要性と意義を 説明する。 (5 分 ) カセットテープ   

め ・学習のねらいを 理解し単元の 長さを知り，学習全体の 見通しを立てさせる。 (10 分 )  レコーダー 
・学習の進め 方．決まりについて 話し合う。 (5 分 ) ・学習カード   

，ビデオ 

  ・各種目ごとのバルービンバをする。 ・学習カードの 活用の仕方を 知る。 (5 (10 分 分 ) ) ・黒 板 

学 習 活 @ 旨 動 導 

・ビデオと資料を 見ながら芋貝を 使った体操の・ 
ねらい l イメージをもたせる。 ( め あ て )   

・グループや 各自のめあ てが プ J に応じたものか : 

資料やビデオを 見て手具操作の 動かし方を練習する。 

4a らい 2   

選んだ手具の 特性を促 え 皆で協力しながら 工夫をして動 い 合 えば他の曲も 使って曳いものとする。 ) 
て 楽しむ。 

  

・種目の特性を ( 方法，実践 必ず入れるよう ) @e 指 めする。 
ポール ( づ く ， 転がす， 投 ， 捕 ) 

        あ あ てⅠ 布 ( 振 る ．回す， 投 ， 捕 ) 
          手具を使って 今できる動きを 精一杯動いて 楽しむ。   なわ ( とぶ，回す・ 投 ・ 捕 ) 振る ， 巻き付ける       

・種目の特性を 活かしながらいろいろな 動きを見つけ 出す。 ・好正の連動にはどんなものがあ るか・どんな   

・曲に合わせて 動く。 矯正をしたいのか ，グループで 話し合わせる     ( め あ て 2  ) 
          め あ て 2         ・資料を見ながらつないだ 動きにリズムの 変化 

                矯正を 動いて楽しむ。 2 つ以上入れ動きやリズムを 工夫し曲に合わせて           や手具操作の 工夫をさせる。 ( 方法，実践 ) 
か                                                                                                                                                                                                                                             ・よい動きの 連続を通して・ 手具を使っての 体 操が 全身を使ったからだの 内からリズムが 湧 

・ m し 合った動きをつないで 一理のまとまった 体操として動い き でるものであ る事を体得させる。 
てみる。 ・グループの 体操をビデオに 荻り 問題点を見 っ 

・きれいに大きく 動く。 ( よい動きの荒木 ) けて動き込む 憎 めさする。 ( 方法，実践 ) 
・動きの工夫をする。 @l@ Ⅰ ズム にのって操り 返し動き込む 事によって 

@ ズム に変化をつける。 動く事自体が 楽しくなることを 体得させる。 
・手具操作を 一工夫する。 ( 方法・実践 ) 
・空間の使い 方を工夫する。 ・話し合いの 焦点が絞れて 評価やめあ てがスム 
・はじめから 終わりまで覚えるまで 何回も通して 動く。 一ズ に 持てるよ う に助言する。   ( 評価， め あ て ) 
・グループで 楽しく息の合った 動きができるように 何回も繰り返 

し 動く。 
  ・活動の結果をまとめ． 次 時の学習計画を 立てる。 

・動いてみて・からだのどこが 一番苦しかったか ( ためになった 
か ) 毎時間学習カードに 記入する。 

ねらい 3 
作った体操をダイナミックに 行って発表したり 鑑寅 したり 
」 て 動いて楽しむ。 

・発表のマナー や艦頁 の観点を待つように 指 
訂 する。 ( 評価 ) 

    体操は全てが 抱合された通勤であ ることを 
助言する。 ( 評価， め あ て ) 

  ・各自えんぴつを ・グループ毎に 精一杯動いて 持ってくる。 発表する。 ・観 点 
柑 具体的な目標にそったよい 動きの 連胱 

  ・観点をしっかり ・ 艦肛の マナーを知る。 押き えて 皓宜 する。 であ るか。 
(2) 皆で協 プ J しながら音楽に 合わせて一生   愚命動いているか。 
(3) 発表や皓其のマナーはよい カ ㌔ 

@4) 手具の特性を 活かした動きであ ったか。 
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Ⅳ まとめと今後の 課題 

生徒の意識調査から ，体操は単元としてとりあ げて実施されておらず ，どちらかというと 嫌いな 

種目であ り，関心のない 種目の 1 つであ った。 しかし，研究を 進めるうち， ビデオを利用した ，具 

体的な学習計画のもとに ，手具を使って 自然で全身的な 運動を誘発するリズム 体操を経験すること 

によって，男女共 習で ， しかも意欲的な 楽しい体操学習が 保証できるのではないかとますます 意を 

強くした。 そのことは，生涯にわたり 運動できる， リズム体操の 特性を味わうことによって ，生徒 

] 人 1 人がねらいを 持って，学習できるものと 考えられるからであ る。 そして，体操を 単元として 

時間設定し， カリキュラムを 工夫することによって ，より独自性のあ る自発的な学習活動が 展開さ 

れるものと考える。 このような事を 考慮しつつ現場で 実践 し ，今後も継続して 研究していきたいと 

思 、 います。 

成 果 

1.  リズム体操を 単元として設置・した 学年別年間カリキュラムを 作成した。 

2. 生徒の実態調査からリズム 体操の種目内容を 選択しかⅠキュラム 化した。 

3. なわ ， 布 ，ボールの音楽に 合わせた基本パターンを 作成しその動きをビデオに 収録した。 

4. 動きを発展させるための 資料とビデオを 収録した。 

5. め あ てにそった学習活動と 指導例を作成した。 

今後の課題 

  学習指導法の 工夫 

  学習評価を評定にど う 結びつけて い くか。 

  男女共 習 で取り組む選択制授業の 考え方，進め 方。 

終わりに 

研修期間中，直接指導してくださった 東恩納 吾一指導主事をはじめ ，福山所長，大城主査，第 

5 期研究員の万々，本当 fc お世話になりました。 皆に支えられてここまで 無事研修が終了する 事 

ができましたことを 深く感謝申し 上げます。 

参考文献 

新しい体育授業の 展開 ( 小学校 )  宇土正彦 大修館 楽しいボール 遊び宮田和 信海 青柚 

中高体育授業の 研究 宇土正彦 大修館 なわとび運動 太田昌秀 大修館 

小学校体育の 学習と指導宇土正彦 竹之 不休 蔵 元文書院 異教育センター 研究報告書 

中学校新教育過程の 解説涌井孝夫君 Jll 哲也 第一法規 那覇市立教育研究所研究報告書 

体育学習評価 " ンドブック 宇土正彦 大修館 学校体育 ( 月刊誌 ) 

体育科教育 ( 月刊誌 ) 長野県，新潟県教育研究所研究報告書 

リズム なわ とび創作案 1,2 リズムな れ とび研究会 不味覚 体操論 板垣 了平 アイオー エ ム 

一 Ⅰ 65  一 

    




